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小さな沢は雪に埋もれて一筋のくぼみを残す（右上）

杉野沢から見た妙高山。新潟には珍しい開放感のある山の

風景が気持ちいい（右下）

関川の関所跡に架かる一ノ橋から関川を望む（左上）

風が吹くと青空に雪の粒が輝きながら広がっていく땆左下땇
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